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東京大学史料編纂所

n日本史に特化した唯一の附置研究所

n明治の修史事業（明治2年（1869））

n明治21年（1888）東京大学（当時帝国大学）へ

n事業
– 日本史史料の調査・蒐集（採訪）
– 史料集編纂
– 出版（冊子・データベース）
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電子くずし字字典DB（１）
n経歴
– 2000年開発着手
– 2001年データ追加
– 2004年所内公開
– 2006年所外公開

nデータ
– 史料編纂所が対象とする日本史史料から

• 奈良時代から江戸時代初期（17世紀前半）
• 102種類の史料群

– 2013年度末
• 単文字：198,852件（字種：5,963件）
• 語彙：9,882件（語彙種：2,492件）
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電子くずし字字典DB（２）
n ”各種史料のデジタル画像化を前提として，出典
データを持った字形画像データの蓄積を意図し
たところである．”

nDB設計時のポリシー
– 難読字形や特殊な字形のみを採集するのではなく，
可能な限り網羅主義をとること，

– 単文字のみならず語彙も採録すること，
– 字形画像の出典が明示できること，
– 史料編纂所の研究者が随時登録することが可能なこ
と，

– 似た字形を参照できる機能をもつこと，
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検索（１）
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検索（２）
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検索結果一覧
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文字データ：単文字
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文字データ：語彙（文字列）
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アクセス数
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：トップ画面へのアクセス数

2005/01

2007/09

2008/07

2009/10

2013/10

ここ１０年間
4,700件/月



奈良文化財研究所とのシステム連携
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注）2009年

2009/10/14よりシステム連携開始



奈文研「木簡画像データベース・木簡字典」

n出土文字史料を読み解くためのツール
n釈読のノウハウを学界として共有するためのツール

n 2003年度開発開始，2005年度公開

n 13,822点の木簡
n 86,347点の文字

n木簡の出土先
– 平城京ほか飛鳥藤原京・多賀城跡・伊場遺跡群・飯塚遺
跡・大宰府跡など
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システム
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『電子くずし字字典データベース』『木簡画像
データベース・木簡字典』連携検索
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連携用のデータ定義等
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コンテンツとユーザ
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奈良時代史料
（出土文字）

平安～江戸時代史料
（古文書・古記録）

木簡画像データベース・木簡字典 電子くずし字字典

コンテンツ

埋蔵研究者 文献史学研究者メインユーザ

ノウハウの共有、新たな方法論にむけた協同



展望（１）

nデータの追加
– コツコツとデータを作成していく

–対象史料を拡大していく
• 正倉院文書（奈良時代）：これだけで約1万件

–連携先の増大
• 奈文研以外も検討していました…
• 文字データへパーマリンクを付与していく
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展望（２）

n積極的に利用してもらうために…
–文字を検索しやすくする
• 文字画像を用いる：MOJIZO
• 文字を用いる：文字n-gramを用いた文字検索

– そのうち実装

–オープンデータに向けて
• 史料や史料画像のオープンデータ化は結構たいへん
• しかし，文字データ・文字画像は可能性が高い（かも）
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